
法人種別・名称 （関連公益法人等） （関連公益法人等）
事項 （財）高輝度光科学研究センター （財）脳科学・ライフテクノロジー研究所

関連法人の業務概要

我が国内外に広く開かれた研究機関として、放射光に代表
される高輝度な光源に係る光科学技術（以下「高輝度光科
学」という。）に関する研究開発を行うとともに、大型放射光
施設「SPring-8」を管理運営し、その共用を促進すること等
により、当該分野に関する科学技術の振興を図り、もって
人類の福祉の増進及び世界経済の発展に寄与することを
目的とし、これを達成するため、次の事業を行う。
1）高輝度光科学に関する研究開発及び調査研究
2）SPring-8の管理運営及び我が国内外の研究者等への
   供用
3）SPring-8の利用に関する技術支援
4）SPring-8による分析及び解析
5）高輝度光科学に関する人材の養成訓練
6）高輝度光科学に関する研究開発等に関する国際交流
7）高輝度光科学に関する情報の収集、整理及び提供
8）高輝度光科学に関する知識の普及啓発
9）その他、上記目的を達成するために必要な事業

脳科学研究の振興、個人及び社会生活に
おける健康の増進、人命の安全の確保、
日常生活の向上等に関する総合的な調査・
研究を推進し、かつその成果を、内外に普
及することにより、もって国民生活の健全な
発展に寄与すると共に、国際協力に資する
ことを目的とし、これを達成するため、次の
事業を行う。
1）脳科学研究に関する調査・研究
2）生活関連科学技術に関する調査・研究
3）上記に係る技術開発及び支援
4）上記に係る成果の国内外への普及
5）上記に係る国内外の機関との協力
6）その他、上記目的を達成するために必要
  な事業

―

関連公益法人等の受取補助金等（国
等）とその他の収益の金額

・資産　　　            9,029百万円
・負債　　　            2,019百万円
・正味財産 　　       7,010百万円
・事業収入　　　      9,711百万円
・当期収入合計額 10,012百万円
・当期支出合計額 10,001百万円
・当期収支差額          11百万円

・資産　　　           220百万円
・負債　　　             89百万円
・正味財産 　　      131百万円
・事業収入　　　     797百万円
・当期収入合計額  803百万円
・当期支出合計額  804百万円
・当期収支差額     △1百万円

・資産　　　            9,249百万円
・負債　　　            2,108百万円
・正味財産 　 　      7,141百万円
・事業収入　　　    10,508百万円
・当期収入合計額 10,815百万円
・当期支出合計額 10,804百万円
・当期収支差額          11百万円

所有株式数、取得価額、BS計上額 ― ― ―
関連公益法人等の基本財産に対する出
えん、拠出、寄附等、運営費・事業費等
に充てるため負担した会費・負担金等

0円 0円 0円

債権　  53,154千円 債権　 53,154千円
債務　696,143千円 債務　731,601千円

債務保証の明細 ― ― ―
総売上高・事業収入と独立行政法人の
発注等に係る金額・割合（競争契約、企
画競争・公募及び競争性のない随意契
約の金額・割合）

・事業収入　　　     9,711百万円
・独法発注額　      7,725百万円(79.55%)

・事業収入　　　     797百万円
・独法発注額　      795百万円(99.70%)

・事業収入　　　    10,508百万円
・独法発注額　       8,520百万円(81.08%)

役員のうち独立行政法人の役職員経験
者員の人数と氏名（独立行政法人での
最終職名）

３名
上坪宏道（特任顧問）、吉良爽（元副理事長）
野依良治（理事長）

４名
伊藤正男(特別顧問)、堀佑司（元理事）
藤井　隆（元監事）、佐藤久忠（元総務部長）

７名

役員に就いている退職公務員の状況 ４名 ０名 ４名

独立行政法人から関連法人への補助・取引等及び再就職の状況の概要（平成１８年度）

　　　取引の関連図

               〔脳科学総合研究センター技術開発・調査業務〕

債権・債務の明細 債務　35,458千円

　　　　　　　　　　　　　　　〔ＳＰｒｉｎｇ－８運営業務〕

合計

独立行政法人理化学研究所

（財）脳科学・ライフテクノロジー研究所（財）高輝度光科学研究センター


